
「
理
想
の
国
」
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム：

ス
イ
ス
国
民
党
と
国
民
投
票

水

島

治

郎

「
白
い
羊
」
と
「
黒
い
羊
」

二
〇
〇
七
年
の
ス
イ
ス
国
民
議
会
選
挙
で
、
あ
る
挑
発
的
な
選
挙
ポ
ス
タ
ー
が
張
り
出
さ
れ
た
。
そ
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、「
安
全

を
創
ろ
うSicherkeit

schaffen

」
と
い
う
標
語
と
と
も
に
、
ス
イ
ス
国
旗
の
上
に
い
る
白
い
羊
が
、
黒
い
羊
を
後
ろ
足
で
蹴
っ
て

国
旗
の
外
に
追
い
出
す
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
羊
と
い
う
ス
イ
ス
を
象
徴
す
る
動
物
を
用
い
つ
つ
、
外
国
人
を
社
会
不
安
や
犯
罪

と
結
び
つ
け
た
う
え
で
、
彼
ら
を
ス
イ
ス
か
ら
排
除
し
よ
う
と
い
う
主
張
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
見
る
者
に
は
明
ら
か
だ
っ

た
。
し
か
も
白
い
羊
が
三
匹
、
黒
い
羊
が
一
匹
と
い
う
構
図
は
、
人
口
の
約
四
分
の
一
近
く
が
外
国
人
で
あ
る
ス
イ
ス
の
現
状
を
意

識
し
て
配
置
し
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

こ
の
物
議
を
か
も
す
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
た
の
は
ス
イ
ス
国
民
党
（
ド
イ
ツ
語
で
Ｓ
Ｖ
Ｐ
／
フ
ラ
ン
ス
語
で
Ｕ
Ｄ
Ｃ
）
で
あ
る
。
一

九
七
一
年
に
結
成
さ
れ
、
や
や
地
味
な
政
党
と
し
て
国
政
第
四
党
に
甘
ん
じ
て
き
た
国
民
党
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
反
移
民

・
反
外
国
人
政
策
を
掲
げ
て
既
成
政
治
を
批
判
す
る
新
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
へ
と
急
転
回
し
、
支
持
を
急
速
に
集
め
て
い
く
。

そ
し
て
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
だ
し
た
二
〇
〇
七
年
選
挙
で
国
民
党
は
第
一
党
と
な
り
、
し
か
も
得
票
率
二
九
％
と
い
う
、
比
例
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代
表
制
導
入
後
の
一
党
と
し
て
は
ス
イ
ス
史
上
最
高
の
得
票
率
を
記
録
し
、
ス
イ
ス
政
治
の
台
風
の
目
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
民
主
主
義
の
国
」
と
し
て
名
高
い
ス
イ
ス
で
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
支
持
を
集
め
、
排
外
主
義
的
な
政
策
を
実
行
に
移
し
て

い
る
こ
と
は
、
意
外
の
感
を
免
れ
な
い
。
特
に
、
国
民
投
票
を
は
じ
め
と
す
る
直
接
民
主
主
義
的
な
制
度
が
定
着
し
て
い
る
ス
イ
ス

で
あ
れ
ば
、
国
民
の
政
治
的
意
向
は
円
滑
に
政
策
に
反
映
さ
れ
、
政
治
的
な
不
満
が
蓄
積
す
る
こ
と
は
少
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
の

が
多
く
の
人
の
抱
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
ス
イ
ス
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
こ
の
直
接
民
主
主
義
の
象
徴
で
あ
る
国
民
投
票
の
制
度
こ
そ
が
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
躍
進
の

最
大
の
武
器
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
国
民
投
票
の
制
度
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
い
か
に
国
民
投
票
制
度

を
用
い
、
そ
の
政
治
的
な
存
在
感
を
高
め
て
き
た
の
か
を
検
討
す
る
。

「
理
想
の
国
」
と
し
て
の
ス
イ
ス

日
本
で
は
、
ス
イ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
す
こ
ぶ
る
良
好
で
あ
る
。
永
世
中
立
を
掲
げ
て
大
国
に
与
さ
ず
、
国
連
な
ど
の
国
際
機
関
を

多
数
擁
し
、
平
和
を
愛
す
る
国
ス
イ
ス
。
国
民
投
票
や
住
民
投
票
が
し
ば
し
ば
実
施
さ
れ
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
住
民
集
会
の
多
数

決
で
政
策
を
市
民
が
直
接
決
す
る
、
民
主
主
義
の
根
付
い
た
国
ス
イ
ス
。
こ
の
「
平
和
と
民
主
主
義
」
の
実
現
し
た
国
ス
イ
ス
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
、『
ハ
イ
ジ
』
に
描
か
れ
る
農
村
部
の
牧
歌
的
印
象
、
美
し
い
ア
ル
プ
ス
の
山
々
の
み
せ
る
気
高
さ
と
あ
い
ま
っ
て
、

一
種
の
理
想
の
国
と
し
て
の
ス
イ
ス
と
い
う
見
方
を
人
々
に
い
だ
か
せ
て
き
た
。

実
は
日
本
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
好
ま
し
い
イ
メ
ー
ジ
は
、
森
田
安
一
『
ス
イ
ス
と
日
本
』
所
収
の
諸
論
文
で
詳
し
く
検
討
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
す
で
に
一
世
紀
以
上
前
に
始
ま
っ
て
い
る
（
森
田
、
二
〇
〇
四；
岡
本
、
二
〇
〇
四
）。
早
く
も
一
八
六
〇
年
代
に
は
、
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加
藤
弘
之
や
福
沢
諭
吉
が
、
ス
イ
ス
の
政
体
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
一
八
八
〇
年
代
に
は
、
一
四
世
紀
ス
イ
ス
の
伝
説
的
英
雄

を
描
い
た
シ
ラ
ー
の
戯
曲
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
』
が
翻
訳
さ
れ
た
が
、
ス
イ
ス
支
配
を
た
く
ら
む
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
に
対
抗
し
、
ス

イ
ス
人
の
自
由
を
守
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
は
、
ま
さ
に
明
治
日
本
の
自
由
民
権
運
動
を
後
押
し
す
る
存
在
と
し
て
称
え
ら
れ
た
。

特
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、
社
会
民
主
党
の
創
設
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
社
会
主
義
の
草
分
け
的
存
在
で

あ
る
安
部
磯
雄
の
著
し
た
、『
地
上
之
理
想
国
瑞
西
』（
一
九
〇
四
年
）
で
あ
る
（
安
部
、
一
九
七
二
﹇
原
著
一
九
〇
四
﹈）。「
瑞
西
」
は

も
ち
ろ
ん
「
ス
イ
ス
」
と
読
む
。
同
書
で
安
部
磯
雄
は
、
ス
イ
ス
を
「
自
由
、
平
等
、
平
和
の
横
溢
」
し
、「
国
民
に
幸
福
を
与
へ

自
由
平
等
を
与
」
え
る
、「
自
由
の
小
天
地
」
と
絶
賛
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
永
世
中
立
を
掲
げ
て
孤
高
を
守
る
ス
イ
ス
は
、
ド
イ

ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
よ
う
な
「
野
心
」
を
棄
て
、「
平
和
の
宣
伝
者
た
る
天
使
」
と
な
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
あ
り
、
世
界
の

国
々
は
ス
イ
ス
を
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
り
わ
け
彼
は
、
ス
イ
ス
を
「
純
粋
民
主
主
義
」
の
国
と
位
置
づ
け
、
高
く
評
価
す
る
。
彼
は
言
う
（
安
部
、
一
九
七
二
、
一
五
九
）。

「
瑞
西
の
政
治
は
純
粋
な
る
民
主
々
義
に
し
て
其
本
位
は
人
民
で
あ
る
…
…
其
政
策
は
多
数
人
民
の
意
思
の
発
現
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
瑞

西
人
で
用
ひ
つ
ゝ
あ
る
選
挙
法
及
び
直
接
立
法
権
な
る
も
の
を
見
た
ら
ば
、
何
人
に
て
も
真
正
の
自
由
民
権
が
米
国
に
於
て
よ
り
も
瑞
西
に

於
て
最
も
多
く
発
揮
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
こ
と
を
認
む
る
で
あ
ら
ふ
」

こ
こ
で
安
部
が
「
直
接
立
法
権
」
と
し
て
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
が
、
一
九
世
紀
末
ま
で
に
ス
イ
ス
で
ほ
ぼ
完
成
し
た
国
民
投
票

制
度
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
人
民
の
意
思
が
住
民
投
票
や
国
民
投
票
を
通
じ
て
直
接
政
策
を
実
現
す
る
こ
と
の
で
き

る
ス
イ
ス
の
政
治
は
、
ま
さ
に
「
真
正
の
自
由
民
権
」
が
発
揮
さ
れ
た
、
文
字
通
り
の
「
地
上
の
理
想
国
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

「理想の国」のポピュリズム：スイス国民党と国民投票

３



て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
発
行
さ
れ
た
一
九
〇
四
年
中
に
早
く
も
一
六
一
三
部
売
れ
た
と
い
う
、
明
治
時
代
に
し
て
は
相
当
の

部
数
が
出
回
っ
た
こ
の
安
部
磯
雄
の
著
作
以
後
、
直
接
民
主
主
義
の
実
現
し
た
「
理
想
の
国
」
と
し
て
の
ス
イ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
日
本

で
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
現
代
に
い
た
る
ま
で
根
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

国
民
投
票
制
度
の
導
入
と
展
開

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
ス
イ
ス
で
国
民
投
票
が
導
入
さ
れ
、
根
づ
い
て
き
た
の
か
。

も
と
も
と
山
岳
地
帯
の
カ
ン
ト
ン
（
州
）
の
自
発
的
な
同
盟
に
起
源
を
も
つ
ス
イ
ス
が
統
一
国
家
と
し
て
成
立
し
た
の
は
比
較
的

新
し
く
、
一
八
四
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
中
世
以
来
の
歴
史
を
持
つ
誇
り
高
い
カ
ン
ト
ン
が
残
り
、
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス

語
・
イ
タ
リ
ア
語
の
三
言
語
圏
に
分
か
れ
、
宗
教
的
に
も
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
双
方
が
有
力
宗
派
と
し
て
存
在
す
る

ス
イ
ス
で
は
、
統
一
国
家
完
成
後
も
、
中
央
政
府
が
強
力
な
権
限
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
警
戒
感
が
強
か
っ
た
。
特
定
の
党
派
や
勢

力
が
中
央
の
権
力
を
独
占
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
カ
ン
ト
ン
や
自
治
体
は
可
能
な
限
り
権
限
を
維
持
し
て
い
た
。
そ
し
て
中
央
政

府
の
行
動
を
抑
え
る
決
定
的
な
制
度
的
仕
組
み
と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
が
、
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
導
入
さ
れ
た
国
民

投
票
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
八
七
四
年
憲
法
で
導
入
さ
れ
た
「
任
意
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
」
は
、
同
じ
憲
法
改
正
で
進
め
ら
れ
た
中

央
集
権
化
政
策
に
対
す
る
「
補
償
」
と
し
て
の
意
味
合
い
が
あ
っ
た
（K

riesi
and

T
rechsel,2008,52

）。
こ
の
よ
う
な
国
民
投
票

制
度
の
採
用
や
発
展
の
際
に
活
用
さ
れ
た
の
が
、
す
で
に
カ
ン
ト
ン
や
自
治
体
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
て
き
た
、
住
民
投
票
や
住
民
集

会
と
い
っ
た
直
接
民
主
主
義
の
伝
統
で
あ
る
。

国
民
投
票
に
は
三
つ
の
種
類
が
あ
る
。
当
初
は
主
に
「
義
務
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
」
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
「
任
意
的
レ

フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
」、
そ
し
て
「
国
民
発
案
（
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
）」
が
順
に
加
わ
り
、
二
〇
世
紀
に
入
る
こ
ろ
に
は
ほ
ぼ
現
在
の
形
が
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出
そ
ろ
っ
た
。

ま
ず
義
務
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
、
憲
法
改
正
や
集
団
的
安
全
保
障
へ
の
参
加
、
超
国
家
組
織
へ
の
加
盟
な
ど
、
国
の
根
幹
に
か

か
わ
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
義
務
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
有
効
投
票
数
の
過
半
数
の
賛
成
に
加
え
て
、
賛
成
票
が
過
半
数
と

な
る
カ
ン
ト
ン
の
数
も
半
数
を
超
え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ダ
ブ
ル
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
が
原
則
的
に
必
要
と
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
任
意
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
、
法
律
や
条
約
な
ど
に
つ
い
て
、
五
万
人
以
上
の
署
名
が
集
ま
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
八
以

上
の
カ
ン
ト
ン
の
要
求
が
あ
っ
た
場
合
に
可
否
を
問
う
形
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
「
ダ
ブ
ル
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
は
不
要
で
あ

り
、
有
効
投
票
数
の
過
半
数
の
反
対
が
あ
っ
た
場
合
に
、
法
律
や
条
約
は
「
否
決
」
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
、
義
務
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
三
分
の
一
弱
、
そ
し
て
任
意
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
二
分
の
一
弱
が
「
否
決
」
に
終

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
政
府
の
進
め
る
政
策
が
国
民
か
ら
の
有
力
な
抵
抗
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
か
な
り
の
確
率
で
そ
れ
が

阻
止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
ス
イ
ス
は
や
は
り
「
民
主
主
義
」
の
国
な
の
で
あ
り
、
政
府
の
暴
走

に
対
す
る
歯
止
め
は
確
か
に
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

他
方
、
国
民
発
案
（
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
）
は
、
一
〇
万
人
以
上
の
署
名
に
よ
っ
て
憲
法
改
正
が
提
案
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
可
否

を
国
民
投
票
に
よ
っ
て
決
す
る
も
の
で
あ
る
。
総
投
票
者
の
過
半
数
の
賛
成
に
加
え
て
、
賛
成
票
が
過
半
数
と
な
る
カ
ン
ト
ン
の
数

も
半
数
を
超
え
る
、「
ダ
ブ
ル
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
が
必
要
と
さ
れ
る
。
政
府
や
議
会
を
バ
イ
パ
ス
し
て
国
民
が
憲
法
改
正
に
直
接
参

加
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
国
民
発
案
は
究
極
の
民
主
主
義
の
形
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
国
民
発
案
が
適
用
さ
れ
る

の
は
憲
法
の
改
正
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
法
律
の
制
定
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
民
発
案
に
よ
り
法
律
の
制
定
を
可
能

と
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
き
た
が
、
す
べ
て
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば

憲
法
で
は
な
く
通
常
の
法
律
と
し
て
制
定
さ
れ
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
も
、
国
民
発
案
に
よ
る
国
民
投
票
で
「
憲
法
改
正
」
と
い
う

「理想の国」のポピュリズム：スイス国民党と国民投票

５



形
を
と
っ
て
可
決
成
立
す
る
例
が
あ
る
。
た
だ
、
国
民
発
案
自
体
は
成
功
に
至
る
例
は
少
な
く
、
二
〇
世
紀
末
ま
で
、
可
決
率
は
わ

ず
か
一
割
弱
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
ス
イ
ス
で
は
、
住
民
集
会
や
住
民
投
票
と
い
っ
た
歴
史
的
伝
統
を
背
景
と
し
て
、
一
九
世
紀
半
ば
以
降
、
国
民
投
票

制
度
が
成
立
・
拡
充
さ
れ
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
発
展
の
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
国
民
投
票
に
よ
る
脅
し
」

し
か
し
、
容
易
に
予
想
で
き
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の
国
民
投
票
制
度
の
存
在
は
、
憲
法
改
正
や
立
法
に
異
議
を
唱
え
る
絶
好
の

手
段
を
野
党
や
反
対
派
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
に
と
っ
て
は
大
き
な
脅
威
と
な
っ
た
。
特
に
任
意
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は

「
否
決
」
に
終
わ
る
こ
と
も
多
く
、
政
府
の
政
策
に
正
面
か
ら
否
を
突
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
八
七
四
年
憲
法
に
よ
っ
て
任
意
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
導
入
さ
れ
る
と
、
野
党
勢
力
で
あ
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
や
保
守
派
は
、
一

八
四
七
年
の
ス
イ
ス
統
一
を
先
導
し
て
政
権
を
握
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
自
由
主
義
派
に
抵
抗
し
、
特
に
集
権
化
を
図
る
政
策
に
反

対
し
て
任
意
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
し
ば
し
ば
訴
え
た
。
彼
ら
は
一
八
七
五
年
か
ら
一
〇
年
間
で
一
四
の
法
律
を
任
意
的
レ
フ
ァ
レ

ン
ダ
ム
に
付
す
こ
と
で
、
そ
の
う
ち
一
一
の
法
律
を
葬
り
去
っ
た
の
で
あ
る
。
紙
幣
の
導
入
、
連
邦
刑
法
典
の
制
定
と
い
っ
た
近
代

国
家
化
に
必
要
と
さ
れ
た
制
度
さ
え
拒
否
さ
れ
た
。

議
会
を
通
過
し
た
重
要
法
案
が
次
々
国
民
投
票
で
否
決
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
、
こ
の
「
国
民
投
票
の
脅
し
」
を
政
府
が
乗
り
切

る
た
め
に
唯
一
の
方
法
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
が
、
野
党
や
反
対
勢
力
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
あ
ら
か
じ
め
国
民
投
票
の
芽
を
摘
ん

で
お
く
こ
と
だ
っ
た
。
一
八
八
四
年
、
つ
い
に
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
か
ら
閣
僚
が
選
ば
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
自
由
主
義
派
と
と
も

に
カ
ト
リ
ッ
ク
が
与
党
の
一
角
を
担
う
よ
う
に
な
る
と
、
国
民
投
票
に
よ
る
政
府
へ
の
挑
戦
は
次
第
に
減
り
、
政
治
的
安
定
が
も
た
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ら
さ
れ
る
。
一
九
一
九
年
か
ら
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
か
ら
二
人
目
の
閣
僚
が
選
出
さ
れ
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
二
〇
年
間
を
見
る

と
、
任
意
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
実
施
さ
れ
た
の
は
七
件
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
否
決
に
終
わ
っ
た
の
は
わ
ず
か
二
件
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
反
対
派
を
政
権
に
含
め
る
こ
と
で
国
民
投
票
を
回
避
す
る
手
法
は
、
そ
の
後
も
ス
イ
ス
の
歴
史
の
中
で
繰
り
返
さ

れ
た
。
二
〇
世
紀
に
は
農
村
部
を
基
盤
と
す
る
農
民
党
、
労
働
運
動
を
背
景
と
し
た
社
会
民
主
主
義
政
党
が
、
そ
れ
ぞ
れ
反
対
派
か

ら
与
党
入
り
を
果
た
す
。
そ
の
結
果
、
一
九
五
九
年
以
降
の
ス
イ
ス
政
治
は
、
四
大
政
党
（
自
由
民
主
党
、
キ
リ
ス
ト
教
国
民
党
、
社

会
民
主
党
、
農
民
・
市
民
党
）
に
よ
る
大
連
立
政
権
が
常
態
と
な
り
、
し
か
も
閣
僚
ポ
ス
ト
は
二：

二：

二：

一
で
事
実
上
固
定
化

さ
れ
た
。
こ
の
閣
僚
配
分
の
比
率
は
「
魔
法
の
公
式
（
呪
文
）」
と
呼
ば
れ
て
半
世
紀
近
く
継
続
し
、
ス
イ
ス
政
治
の
安
定
性
、
い

わ
ゆ
る
「
協
調
民
主
主
義
」
を
象
徴
す
る
言
葉
と
な
っ
た
（
飯
田
、
二
〇
一
〇；

田
口
、
二
〇
一
一
）。

ス
イ
ス
政
治
研
究
者
と
し
て
名
高
い
ク
リ
ー
シ
は
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
近
年
の
国
民
投
票
の
成
否
の
条
件
を
精
査
し
た
う
え
で
、

与
党
が
一
致
し
て
政
府
の
立
場
を
擁
護
す
る
の
か
、
与
党
内
に
不
一
致
が
生
じ
、
分
裂
し
た
ま
ま
国
民
投
票
に
臨
む
の
か
が
、
国
民

投
票
の
結
果
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（K

riesi,
2006

）。
彼
に
よ
れ
ば
、
与
党
が
足
並
み
を
そ
ろ

え
て
国
民
投
票
に
臨
ん
だ
場
合
に
は
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
に
近
い
形
で
政
府
の
立
場
が
擁
護
さ
れ
る
が
、
特
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
場

合
、
四
大
政
党
の
う
ち
一
党
で
も
反
対
に
回
っ
た
場
合
に
は
、
政
府
の
立
場
が
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
確
率
が
三
分
の
一
に
ま
で
上
昇

し
、
二
党
が
反
対
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
政
府
の
立
場
を
否
定
す
る
結
果
に
終
わ
る
と
い
う
。「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
度

合
い
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
提
起
さ
れ
る
可
能
性
は
下
が
る
」
の
で
あ
る
（K

riesi
and

T
rechsel,

2008,

58

）。
ま
た
、
も
と
も
と
成
功
率
の
低
い
国
民
発
案
に
お
い
て
も
、
与
党
内
に
分
裂
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
民
発
案
が
成
功
す
る
確

率
が
高
ま
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
主
要
政
党
を
与
党
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
、
加
え
て
そ
の
賛
成
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
、
国

民
投
票
の
脅
し
を
回
避
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
ろ
う
。
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こ
の
政
府
に
よ
る
「
反
対
派
の
包
摂
」
戦
略
が
適
用
さ
れ
た
対
象
は
、
野
党
に
限
ら
な
い
。
国
民
投
票
を
提
起
で
き
る
よ
う
な
組

織
力
を
も
っ
た
民
間
団
体
も
ま
た
、「
取
り
込
み
」
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
五
万
人
の
署
名
を
集
め
て
国
民
投
票
を
提
起
す

る
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
最
大
限
活
用
し
て
も
一
〇
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
以
上
の
費
用
が
か
か
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
の
資

金
力
を
持
つ
団
体
は
多
く
な
い
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
国
民
投
票
が
提
起
さ
れ
る
と
、
法
案
が
否
決
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
か
な
り
高
い

こ
と
か
ら
、
一
定
以
上
の
組
織
力
を
持
つ
団
体
に
は
潜
在
的
に
法
案
を
葬
る
だ
け
の
強
い
影
響
力
、
す
な
わ
ち
「
拒
否
権
」
が
あ
る

と
み
て
よ
い
。
そ
の
た
め
、
特
に
大
企
業
団
体
、
中
小
企
業
団
体
、
農
民
団
体
、
労
働
組
合
な
ど
の
有
力
民
間
団
体
に
つ
い
て
は
、

「
取
り
込
み
」
を
図
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
団
体
も
「
事
前
聴
取
制
」
と
い
う
形
で
政
策
形
成
過
程
に
組
み

込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
各
種
団
体
の
意
向
を
反
映
す
る
形
で
立
法
作
業
が
進
む
の
が
普
通
と
な
っ
た
。
田
口
晃
は
こ
れ
に
つ
い
て
、

「
ス
イ
ス
型
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
呼
ん
で
い
る
（
田
口
、
二
〇
一
一
）。

そ
れ
で
も
国
民
投
票
は
し
ば
し
ば
提
起
さ
れ
た
が
、「
魔
法
の
公
式
」
が
最
盛
期
を
迎
え
た
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
ま
で

の
三
〇
年
間
、
国
民
発
案
が
す
べ
て
否
決
さ
れ
た
こ
と
が
示
す
通
り
、
多
様
な
党
派
・
社
会
勢
力
を
包
摂
し
た
協
調
民
主
主
義
は
十

分
に
機
能
し
て
い
た
。
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ス
イ
ス
は
、
主
要
政
党
に
よ
る
大
連
立
に
支
え
ら
れ
た
政
治

的
安
定
を
実
現
し
、
そ
し
て
国
際
競
争
力
の
あ
る
精
密
機
械
工
業
や
化
学
工
業
な
ど
の
製
造
業
、
国
内
外
の
富
裕
層
を
顧
客
と
し
て

発
展
を
遂
げ
た
金
融
業
な
ど
に
支
え
ら
れ
、
経
済
的
繁
栄
を
享
受
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
イ
ス
政
治
の
動
揺
と
国
民
党

し
か
し
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
こ
ろ
か
ら
、
ス
イ
ス
の
政
治
・
経
済
の
安
定
性
に
ほ
こ
ろ
び
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、「
魔
法
の
公
式
」
の
も
と
で
ス
イ
ス
政
治
を
先
導
し
て
き
た
主
要
政
党
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
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党
員
数
を
三
割
減
少
さ
せ
た
。
ス
イ
ス
の
政
党
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
政
党
と
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
経
営
者
層
や
労
働

組
合
、
農
民
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
と
い
っ
た
固
定
的
な
支
持
層
に
支
え
ら
れ
て
き
た
が
、
都
市
化
の
進
行
と
価
値
観
の
多
様
化
、
宗

教
離
れ
な
ど
の
社
会
変
化
の
な
か
で
、
支
持
層
の
流
動
化
が
進
み
、
政
党
自
体
の
組
織
基
盤
も
弱
体
化
し
て
い
く
。
い
わ
ば
政
党
が

社
会
に
お
け
る
「
代
表
性
」
を
失
っ
て
い
く
な
か
で
、
政
党
を
国
民
か
ら
遊
離
し
た
政
治
エ
リ
ー
ト
の
集
団
と
み
な
す
批
判
が
支
持

を
伸
ば
し
て
い
く
。

ま
た
、
経
済
・
社
会
的
な
問
題
も
顕
在
化
し
た
。
か
つ
て
ほ
ぼ
完
全
雇
用
を
誇
っ
て
い
た
経
済
が
減
速
し
、
失
業
率
が
急
上
昇
し

て
五
％
を
超
え
た
こ
と
、
不
安
定
就
労
の
増
加
に
よ
り
、
経
済
格
差
の
拡
大
が
進
行
し
た
こ
と
、
他
方
で
外
国
人
の
流
入
が
進
み
、

移
民
が
都
市
部
を
中
心
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
社
会
的
な
変
化
が
人
々
に
如
実
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
イ
ス
は

日
本
と
同
様
、
安
定
的
な
労
使
関
係
の
下
で
長
期
雇
用
の
慣
行
が
形
成
さ
れ
、
い
わ
ば
「
雇
用
に
よ
る
福
祉
」
が
実
現
し
て
い
た
が
、

一
九
九
〇
年
代
に
は
大
企
業
の
合
併
と
人
員
整
理
が
相
次
ぎ
、
不
安
感
を
高
め
た
。
政
治
学
者
の
ア
ル
ベ
ル
タ
ッ
チ
の
表
現
を
使
え

ば
、「
一
九
九
〇
年
代
と
い
う
時
代
は
、
ス
イ
ス
が
も
は
や
、
人
々
が
か
つ
て
信
じ
て
い
た
よ
う
な
特
別
に
安
全
な
国
で
は
な
く

な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
決
定
的
な
証
拠
と
と
も
に
示
し
た
時
代
だ
っ
た
」
の
で
あ
る
（A

lbertazzi,
2008

）。
そ
の
な
か

で
、
政
治
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
進
め
る
Ｅ
Ｕ
な
ど
国
際
機
関
・
超
国
家
組
織
へ
の
接
近
路
線
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
孤
立
し
つ
つ
も
繁
栄

を
謳
歌
し
て
き
た
ス
イ
ス
の
独
自
性
を
損
な
う
も
の
と
理
解
さ
れ
、
反
発
を
よ
ん
で
い
く
。

そ
の
機
会
を
と
ら
え
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
と
し
て
一
躍
前
面
に
躍
り
出
た
の
が
、
ス
イ
ス
国
民
党
で
あ
る
。

も
と
も
と
ス
イ
ス
国
民
党
は
一
九
七
一
年
、
ス
イ
ス
農
民
・
市
民
党
が
民
主
党
と
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
政
党
で
あ

り
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
党
名
は
「
中
道
民
主
連
盟
」
と
い
う
。
農
民
や
中
小
業
者
層
の
支
持
を
基
盤
と
す
る
中
道
や
や
右
寄
り
の
政
党

で
あ
り
、「
魔
法
の
公
式
」
の
下
で
閣
僚
ポ
ス
ト
を
常
時
一
ポ
ス
ト
確
保
し
て
い
た
、
既
成
政
党
の
一
員
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
設
立
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以
来
、
家
族
主
義
的
・
保
守
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
掲
げ
て
い
た
が
、
時
代
遅
れ
の
田
舎
の
党
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
、
若
い
世
代

や
無
党
派
層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
力
の
弱
い
政
党
だ
っ
た
。
地
域
的
に
も
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
基
盤
と
し
て
い
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
や
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
浸
透
が
弱
く
、
広
が
り
を
欠
い
て
い
た
。

こ
の
地
味
な
中
道
保
守
政
党
に
根
本
的
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
ブ
ロ
ッ
ハ
ー
（Christoph

Blocher

）
で

あ
る
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
を
地
盤
と
し
、
一
九
七
七
年
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
州
の
国
民
党
代
表
に
就
任
し
た
ブ
ロ
ッ
ハ
ー
は
、
ス
イ
ス
の
独
自

性
・
伝
統
を
強
調
し
つ
つ
外
国
人
の
排
除
を
訴
え
る
急
進
路
線
に
立
っ
て
国
民
党
内
で
影
響
力
を
拡
大
し
た
。
彼
の
下
で
国
民
党
は

軸
足
を
明
確
に
右
に
転
じ
る
と
と
も
に
、
自
由
民
主
党
や
キ
リ
ス
ト
教
国
民
党
な
ど
、
ス
イ
ス
政
治
を
中
心
的
に
担
っ
て
き
た
主
要

政
党
へ
の
批
判
を
声
高
に
主
張
す
る
、
反
既
成
政
党
路
線
に
転
換
し
、
従
来
の
政
治
に
飽
き
足
ら
な
い
有
権
者
の
期
待
を
集
め
、
支

持
を
広
げ
て
い
く
。

Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
と
国
民
投
票

特
に
ブ
ロ
ッ
ハ
ー
た
ち
の
支
持
拡
大
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
八
六
年
に
設
立
さ
れ
た
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
（
ス
イ
ス
の
独
立
と
中

立
の
た
め
の
行
動
）
と
い
う
民
間
組
織
で
あ
る
。
ス
イ
ス
の
独
自
性
（
ド
イ
ツ
語
で
「
特
別
例Sonderfall

」
と
も
呼
ぶ
）
の
保
持
を
掲

げ
る
こ
の
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
は
、
ス
イ
ス
が
Ｅ
Ｕ
を
は
じ
め
と
し
て
国
連
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
ど
、
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
国
際
組
織
に
加

盟
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
お
り
、
社
会
の
各
階
層
か
ら
支
持
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
数
万
人
に
及
ぶ
会
員
は
全
国
に
広
が
り
、

経
済
団
体
の
支
持
も
得
て
、
財
政
的
に
は
政
党
を
し
の
ぐ
恵
ま
れ
た
立
場
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
ブ
ロ
ッ
ハ
ー
は
こ
の
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
の
指

導
者
と
し
て
、
国
民
党
の
支
持
基
盤
を
超
え
た
ア
ピ
ー
ル
を
全
国
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
が
そ
の
存
在
感
を
示
し
た
の
が
、
一
九
九
二
年
の
Ｅ
Ｅ
Ａ
加
盟
に
つ
い
て
の
国
民
投
票
で
あ
る
。
他
の
主
要
政
党
が
す
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べ
て
Ｅ
Ｅ
Ａ
加
盟
を
支
持
し
、
反
対
し
た
有
力
政
党
は
国
民
党
だ
け
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
七
八
・
七

％
と
高
い
投
票
率
の
下
で
、
Ｅ
Ｅ
Ａ
加
盟
へ
の
反
対
票
は
五
〇
・
三
％
に
達
し
、
加
盟
は
否
決
さ
れ
た
。
こ
れ
以
後
も
、
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｓ

の
国
民
投
票
を
め
ぐ
る
運
動
は
成
功
を
お
さ
め
、
会
員
も
数
万
人
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
く
。
一
九
九
四
年
の
国
連
平
和
維
持
活
動
へ

の
軍
派
遣
の
国
民
投
票
に
よ
る
否
決
、
二
〇
〇
一
年
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
目
指
し
た
早
期
交
渉
を
求
め
る
国
民
発
案
の
否
決
な
ど

は
、
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
の
活
発
な
活
動
の
成
果
で
も
あ
っ
た
。
特
に
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
関
す
る
国
民
投
票
で
は
、
反
対
票
が
七
六
・
八
％
に
達

し
て
い
る
。
他
方
、
二
〇
〇
二
年
の
国
連
加
盟
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
で
は
、
賛
成
票
が
五
四
・
六
％
と
な
り
、
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
の
運
動
は

敗
北
に
終
わ
っ
た
が
、
カ
ン
ト
ン
数
で
は
賛
成
が
多
数
を
占
め
た
カ
ン
ト
ン
が
一
二
、
反
対
が
多
数
を
占
め
た
カ
ン
ト
ン
が
一
一
で

あ
り
、
き
わ
ど
い
結
果
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
国
民
投
票
は
、
比
較
的
小
規
模
な
集
団
や
少
数
政
党
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
集
団
が
自
ら
の
主
張
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
存
在

感
を
高
め
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
る
（A

lbertazzi,2008

）。
国
民
投
票
で
勝
利
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
極
め
て

大
き
い
。
た
と
え
敗
北
し
た
と
し
て
も
、
敗
北
し
た
主
張
も
ま
た
投
票
者
の
四
割
か
ら
五
割
弱
の
賛
意
を
え
る
こ
と
が
多
い
が
、
政

府
や
主
要
政
党
・
主
要
団
体
と
対
峙
す
る
中
で
そ
れ
だ
け
の
賛
意
を
得
た
こ
と
は
、
善
戦
と
み
な
さ
れ
る
。
特
に
移
民
問
題
、
国
際

組
織
へ
の
加
盟
問
題
、
税
を
め
ぐ
る
問
題
で
は
、
政
府
に
反
対
す
る
立
場
が
投
票
で
し
ば
し
ば
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
あ
る
。
Ａ
Ｕ

Ｎ
Ｓ
や
国
民
党
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
有
権
者
に
訴
え
や
す
い
イ
シ
ュ
ー
を
前
面
に
出
し
て
投
票
運
動
を
行
い
、
多
く
の
勝
利
を
手

に
し
て
き
た
。
特
に
、
二
〇
世
紀
な
か
ば
に
は
成
功
率
が
ゼ
ロ
に
近
く
、
ほ
と
ん
ど
実
現
の
見
込
み
の
な
か
っ
た
国
民
発
案
に
つ
い

て
も
、
近
年
成
功
率
が
上
昇
し
て
い
る
。
国
民
発
案
は
選
挙
を
意
識
し
て
選
挙
直
前
に
意
図
的
に
行
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
「
間
接

的
効
果
」
も
含
め
れ
ば
、
多
く
の
影
響
を
ス
イ
ス
政
治
に
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（K

riesi
and

T
rechsel,2008,60

）。

現
在
、
国
民
投
票
を
め
ぐ
る
新
た
な
展
開
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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ブ
ロ
ッ
ハ
ー
ら
の
党
内
掌
握

Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
力
の
増
大
と
軌
を
一
に
す
る
か
た
ち
で
、
国
民
党
内
で
ブ
ロ
ッ
ハ
ー
ら
チ
ュ
ー
リ
ヒ
派
の
勢
力
が
拡
大
す
る
。

も
と
も
と
国
民
党
で
は
、
従
来
か
ら
ベ
ル
ン
を
基
盤
と
す
る
穏
健
な
ベ
ル
ン
派
が
主
流
で
あ
り
、
与
党
と
し
て
ス
イ
ス
の
「
協
調
民

主
主
義
」
を
支
え
て
き
た
。
し
か
し
一
九
九
六
年
の
党
大
会
で
つ
い
に
力
関
係
が
逆
転
し
、
ブ
ロ
ッ
ハ
ー
ら
チ
ュ
ー
リ
ヒ
派
が
党
を

掌
握
す
る
に
至
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
成
功
を
収
め
、
巨
額
の
富
を
手
に
し
て
い
た
ブ
ロ
ッ
ハ
ー
は
、
そ
の
資
産
を
活
用
し

つ
つ
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
積
極
的
な
広
報
戦
略
を
採
用
し
、
強
い
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
今
度
は
そ
の
手
法
を
全
国

的
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
ス
イ
ス
で
は
、
カ
ン
ト
ン
の
分
立
も
あ
り
、
政
党
は
概
し
て
全
国
組
織
が
弱
く
、
カ
ン
ト

ン
ご
と
に
小
規
模
な
党
組
織
が
細
々
と
活
動
し
て
き
た
こ
と
が
特
徴
だ
が
、
国
民
党
は
全
国
的
な
組
織
の
整
備
に
努
め
、
地
方
選
挙

は
も
ち
ろ
ん
、
国
政
選
挙
の
勝
利
を
め
ざ
し
て
広
報
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
さ
い
、
ブ
ロ
ッ
ハ
ー
の
わ
か
り
や
す
い
語
り

口
、
シ
ン
プ
ル
だ
が
メ
デ
ィ
ア
受
け
す
る
発
言
な
ど
が
、
積
極
的
に
有
権
者
へ
の
訴
え
で
活
用
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
し
て
ブ
ロ
ッ
ハ
ー
の
も
と
、
新
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
へ
と
転
回
し
た
国
民
党
の
主
張
は
、
主
に
以
下
の
三
点
に
ま
と
め

ら
れ
よ
う
（A

lbertazzi,2008

）。

第
一
は
政
治
エ
リ
ー
ト
批
判
で
あ
る
。
現
在
の
ス
イ
ス
政
治
は
、
人
民
の
意
図
を
無
視
し
、
自
己
利
益
を
追
求
す
る
政
治
階
級
た

ち
の
談
合
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
本
来
主
権
を
持
つ
は
ず
の
人
民
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
彼
ら
の
主
張
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
っ
て
高
い
税
金
と
「
大
き
な
政
府
」
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
減
税
と
公
的
支
出
の
削

減
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
。

第
二
は
、
ス
イ
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
持
で
あ
る
。
国
際
機
関
の
介
入
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
ス
イ
ス
が
伝

《論 説》
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統
的
に
守
っ
て
き
た
独
自
性
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
訴
え
る
。
ア
ル
ベ
ル
タ
ッ
チ
が
ま
と
め
る
よ
う
に
、「
人
民
は
主
権
者

で
あ
り
…
…
議
会
と
と
も
に
立
法
権
を
有
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
権
限
は
…
…
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
国
際
条
約
や
国
際
会

議
な
ど
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
」
と
国
民
党
は
主
張
す
る
。

第
三
は
、
移
民
批
判
で
あ
る
。
福
祉
の
濫
用
や
犯
罪
の
原
因
を
移
民
・
難
民
に
求
め
た
う
え
で
、
そ
の
排
除
を
訴
え
、
同
時
に
治

安
維
持
の
強
化
を
主
張
す
る
。

こ
の
よ
う
な
国
民
党
の
急
進
化
は
、
有
権
者
の
離
反
を
も
た
ら
す
ど
こ
ろ
か
、
国
民
党
の
組
織
強
化
戦
略
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、
む

し
ろ
支
持
の
広
が
り
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
従
来
弱
体
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
語
圏
に
積
極
的
に
進
出
し
、
党
の
支
部
を
大
き
く
増
や
し

て
い
る
。
党
員
数
は
、
他
の
主
要
政
党
が
軒
並
み
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
国
民
党
だ
け
は
例
外
的
に
増
加
し
た
。
そ
の
結
果
、

国
民
議
会
選
挙
に
お
け
る
得
票
率
は
一
九
九
五
年
の
一
四
・
九
％
か
ら
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
派
が
党
を
掌
握
し
て
急
進
路
線
を
前
面
に
出

し
た
後
の
一
九
九
九
年
に
は
二
二
・
五
％
へ
と
急
増
し
て
第
二
党
と
な
り
、
二
〇
〇
三
年
に
は
二
六
・
六
％
に
達
し
て
、
つ
い
に
第

一
党
の
座
を
占
め
た
の
で
あ
る
。
な
お
そ
の
過
程
で
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
た
右
派
の
小
政
党
な
ど
は
支
持
層
を
国
民
党
に
吸
収

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
二
〇
〇
三
年
選
挙
後
の
組
閣
は
、
ス
イ
ス
戦
後
政
治
の
画
期
と
な
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
も
は
や
第
四
政
党
の
座
を
完
全
に
脱

し
た
国
民
党
は
、
選
挙
後
、
ブ
ロ
ッ
ハ
ー
を
新
た
に
政
府
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
従
来
一
つ
だ
っ
た
閣
僚
ポ
ス
ト
を
二

つ
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
他
方
、
第
四
党
に
沈
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
は
閣
僚
ポ
ス
ト
を
一
に
減
ら
し
、
明
暗
を
分
け
た
。

こ
こ
に
、
国
民
党
以
外
の
三
党
が
二
ポ
ス
ト
、
国
民
党
が
一
ポ
ス
ト
と
い
う
一
九
五
九
年
以
来
の
「
魔
法
の
公
式
」
に
、
初
め
て
変

化
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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国
民
投
票
と
い
う
「
武
器
」

勢
い
を
増
し
た
国
民
党
は
、
し
ば
し
ば
国
民
発
案
を
提
起
し
て
急
進
的
な
主
張
を
訴
え
、
そ
の
存
在
感
を
高
め
て
い
く
。
も
は
や

「
魔
法
の
公
式
」
に
よ
る
「
取
り
込
み
」
は
、
こ
と
国
民
党
に
対
し
て
は
も
は
や
有
効
性
を
失
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
は
、
国
民
党
議
員
の
オ
ス
カ
ー
・
フ
ラ
イ
ジ
ン
ガ
ー
ら
が
主
導
し
た
「
ミ
ナ
レ
ッ
ト
建
設
禁
止
」
条
項
を

憲
法
に
加
え
る
こ
と
を
求
め
る
国
民
発
案
が
、
国
民
投
票
で
五
七
・
五
％
も
の
賛
成
票
を
獲
得
し
、
賛
成
の
カ
ン
ト
ン
数
も
二
六
カ

ン
ト
ン
の
う
ち
二
二
カ
ン
ト
ン
に
達
し
て
可
決
さ
れ
た
。
ミ
ナ
レ
ッ
ト
は
イ
ス
ラ
ム
寺
院
の
尖
塔
で
あ
る
。
フ
ラ
イ
ジ
ン
ガ
ー
は
そ

れ
ま
で
に
も
、
ス
イ
ス
国
会
議
事
堂
前
で
祈
り
を
さ
さ
げ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
描
い
た
選
挙
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
物
議
を
か
も
す

な
ど
、
論
争
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。

国
民
投
票
に
向
け
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
フ
ラ
イ
ジ
ン
ガ
ー
ら
は
、
徹
底
し
た
イ
ス
ラ
ム
批
判
を
展
開
し
た
（Betz,2013

）。
彼
に

よ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ム
は
ス
イ
ス
の
世
俗
的
な
法
秩
序
と
根
本
的
に
相
い
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
ミ
ナ
レ
ッ
ト
は
「
神
に
与
え
ら
れ
た

イ
ス
ラ
ム
法
が
、
こ
の
国
の
法
律
に
優
先
す
る
と
す
る
不
寛
容
な
文
化
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
特
に
イ
ス
ラ
ム

に
お
け
る
女
性
差
別
を
、
イ
ス
ラ
ム
に
本
質
的
な
特
徴
で
あ
る
と
し
て
批
判
し
た
。
そ
し
て
ミ
ナ
レ
ッ
ト
を
阻
止
す
る
こ
と
こ
そ
が
、

ス
イ
ス
に
忍
び
寄
る
イ
ス
ラ
ム
化
を
抑
止
す
る
手
段
と
な
り
、
ス
イ
ス
の
リ
ベ
ラ
ル
な
伝
統
と
価
値
を
保
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
今
回
、
彼
ら
は
国
民
投
票
で
賛
成
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ム
女
性
の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
背

景
に
、
ス
イ
ス
国
旗
を
ミ
サ
イ
ル
の
よ
う
に
刺
し
貫
く
ミ
ナ
レ
ッ
ト
を
配
置
す
る
挑
戦
的
な
絵
を
掲
げ
た
。
あ
た
か
も
ミ
ナ
レ
ッ
ト

が
、
ス
イ
ス
国
家
そ
の
も
の
を
危
機
に
さ
ら
す
脅
威
で
あ
る
か
の
よ
う
に
（K

allis,2013

）。

近
年
、
国
民
党
は
反
イ
ス
ラ
ム
・
反
移
民
色
を
前
面
に
出
し
、
選
挙
や
国
民
投
票
で
積
極
的
に
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
国
民
党
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の
一
部
メ
ン
バ
ー
は
二
〇
〇
四
年
、「
ム
ス
リ
ム
は
す
ぐ
に
多
数
派
と
な
る
」
と
す
る
新
聞
広
告
を
掲
載
し
、
二
〇
四
〇
年
ま
で
に

ス
イ
ス
の
人
口
の
七
〇
％
を
ム
ス
リ
ム
が
占
め
る
だ
ろ
う
と
す
る
主
張
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
ス
イ
ス
統
計
局
よ
り
、
当

該
数
値
に
は
何
ら
根
拠
が
な
い
と
の
反
論
が
出
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

ミ
ナ
レ
ッ
ト
禁
止
に
つ
い
て
は
実
は
国
民
党
は
一
枚
岩
で
は
な
く
、
ブ
ロ
ッ
ハ
ー
は
こ
れ
に
距
離
を
お
い
て
い
た
。
し
か
し
賛
成

票
が
六
割
近
く
に
の
ぼ
っ
た
国
民
投
票
の
こ
の
「
成
功
」
は
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
反
イ
ス
ラ
ム
運
動
の
重
要
な
勝
利
と
み
な
さ
れ
た
。

出
口
調
査
で
は
投
票
者
の
約
六
割
が
、
ミ
ナ
レ
ッ
ト
が
「
権
力
と
支
配
へ
の
宗
教
・
政
治
的
な
欲
望
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
こ
と
に

同
意
し
、
九
割
近
く
が
「
イ
ス
ラ
ム
で
は
女
性
は
抑
圧
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
に
賛
成
し
た
。
フ
ラ
イ
ジ
ン
ガ
ー
ら
の
扇
動
的
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
、
国
民
投
票
と
い
う
場
を
用
い
る
こ
と
で
、
世
論
に
少
な
か
ら
ぬ
効
果
を
与
え
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

他
方
、
政
府
や
主
要
政
党
、
人
権
団
体
や
教
会
な
ど
は
ミ
ナ
レ
ッ
ト
禁
止
を
「
宗
教
の
自
由
」
に
反
す
る
も
の
と
し
て
強
く
反
対

し
た
が
、
賛
同
は
広
が
ら
な
か
っ
た
。
反
対
票
が
賛
成
票
を
上
回
っ
た
カ
ン
ト
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
を
中
心
と
し
た
四
カ
ン
ト
ン

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
成
功
で
弾
み
を
つ
け
た
国
民
党
は
、
翌
二
〇
一
〇
年
に
は
、
特
定
の
重
い
犯
罪
を
お
か
し
た
り
、
社
会
保
障
給
付
の
不
正
受

給
な
ど
を
行
っ
た
外
国
人
を
自
動
的
に
国
外
追
放
す
る
憲
法
改
正
を
求
め
て
国
民
投
票
を
提
起
し
た
。
従
来
で
も
、
有
罪
と
な
っ
た

外
国
人
に
つ
い
て
は
個
別
の
判
断
に
基
づ
く
追
放
処
分
は
可
能
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
自
動
的
に
国
外
追
放
処
分
と
す
る
と
い
う
提

案
で
あ
る
。
国
民
党
は
、
ス
イ
ス
国
内
の
受
刑
者
の
六
割
以
上
が
外
国
人
で
あ
る
と
し
て
、
治
安
の
改
善
に
は
強
制
送
還
の
よ
う
な

強
硬
手
段
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。「
刑
務
所
が
あ
っ
て
も
、
犯
罪
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
…
…
唯
一
の
方
法
は
、
罪
を

犯
し
た
外
国
人
を
わ
が
国
か
ら
追
い
出
す
こ
と
だ
」
と
ブ
ロ
ッ
ハ
ー
は
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
七
年
選
挙
で
用
い
ら
れ
た
、

例
の
黒
い
羊
を
ス
イ
ス
か
ら
追
い
出
す
図
柄
の
ポ
ス
タ
ー
も
、
こ
の
国
民
投
票
に
際
し
て
再
び
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
提
案
に
は
や
は
り
広
い
範
囲
か
ら
反
対
の
声
が
上
が
っ
た
。
特
に
、
ス
イ
ス
で
生
ま
れ
育
っ
た
外
国
籍
の
住
民
も
強
制
送
還

の
対
象
と
な
る
こ
と
に
強
い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
も
そ
も
ス
イ
ス
に
お
け
る
外
国
人
の
国
籍
取
得
の
要
件
が
厳
し
く
、
ス
イ
ス

生
ま
れ
の
二
世
、
三
世
の
外
国
人
が
多
数
国
内
に
居
住
す
る
な
か
で
、「
本
国
」
に
送
還
す
る
こ
と
の
問
題
性
が
指
摘
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
賛
成
票
が
五
二
・
三
％
、
賛
成
票
が
上
回
っ
た
カ
ン
ト
ン
数
が
一
七
・
五
カ
ン
ト
ン
に
達
し
、

憲
法
改
正
は
成
立
し
た
。
政
府
は
強
制
送
還
対
象
者
を
重
罪
犯
に
限
る
対
抗
提
案
を
提
出
し
、
こ
れ
も
同
時
に
国
民
投
票
に
か
け
て

い
た
が
、
こ
ち
ら
は
賛
成
票
が
四
四
・
五
％
に
と
ど
ま
り
、
賛
成
カ
ン
ト
ン
数
は
一
つ
も
な
い
ま
ま
、
否
決
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
国
民
党
は
二
〇
一
四
年
、「
大
量
移
民
の
阻
止
」
を
掲
げ
て
外
国
人
の
流
入
に
割
当
制
を
導
入
す
る
国
民
投
票
を
提
起
し
、

こ
れ
も
五
〇
・
三
％
の
僅
差
な
が
ら
賛
成
票
が
上
回
り
、
賛
成
の
カ
ン
ト
ン
も
一
四
・
五
カ
ン
ト
ン
と
な
っ
た
こ
と
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
れ
は
外
国
人
の
滞
在
者
数
に
上
限
と
割
当
制
を
設
定
し
、
難
民
も
含
め
て
制
限
を
課
す
こ
と
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度

の
も
と
で
は
、
そ
れ
ま
で
Ｅ
Ｕ
と
ス
イ
ス
と
の
間
の
協
定
で
保
障
さ
れ
て
き
た
、
Ｅ
Ｕ
・
ス
イ
ス
間
の
自
由
な
人
的
移
動
に
対
し
て

も
規
制
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
は
憂
慮
が
表
明
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
ミ
ナ
レ
ッ
ト
建
設
禁
止
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
党
の
国
民
投
票
戦
略
の
成
功
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
各
国
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
や
右
翼
政
党
は
ス
イ
ス
国
民
党
の
成
功
を
礼
賛

し
、
積
極
的
に
後
に
続
こ
う
と
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
に
、
四
月
に
は
ベ
ル
ギ
ー
で
、
七
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
公
共

の
場
に
お
け
る
ブ
ル
カ
着
用
を
禁
ず
る
こ
と
を
事
実
上
意
図
し
た
法
律
が
可
決
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
ス
イ
ス

の
ミ
ナ
レ
ッ
ト
禁
止
可
決
の
影
響
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

国
民
党
の
作
成
す
る
ポ
ス
タ
ー
も
、
各
国
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
で
「
人
気
」
を
博
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
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の
国
民
戦
線
が
無
断
で
地
方
選
挙
用
の
ポ
ス
タ
ー
に
国
民
党
の
ポ
ス
タ
ー
を
活
用
し
、
国
民
戦
線
と
国
民
党
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
た
ほ
ど
だ
っ
た
（Betz,2013,74

）。

国
民
投
票
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス

こ
の
よ
う
に
、
国
民
党
は
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
な
ど
と
と
も
に
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
既
存
の
ス
イ
ス
政
治
へ
の
挑
戦
者
と
し
て
、
旧
来
の

政
治
経
済
エ
リ
ー
ト
の
協
力
関
係
を
基
礎
と
す
る
ス
イ
ス
の
「
協
調
民
主
主
義
」
に
否
を
突
き
つ
け
て
き
た
。

そ
の
際
に
最
大
の
武
器
と
な
っ
た
の
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
国
民
投
票
と
い
う
制
度
の
存
在
で
あ
る
。

特
に
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
従
来
成
功
率
の
低
か
っ
た
国
民
発
案
を
次
々
成
功
さ
せ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
国
民
党

が
急
進
的
な
提
案
を
国
民
発
案
で
提
起
し
、
国
論
を
二
分
す
る
論
争
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
可
決
率
の
上
昇
や
、
こ
れ
ま
で

や
は
り
低
か
っ
た
国
民
発
案
の
投
票
率
の
上
昇
、
と
く
に
若
年
層
の
投
票
率
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意

味
で
は
政
治
の
「
活
性
化
」
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

た
だ
、
こ
の
こ
と
は
皮
肉
な
結
果
と
も
い
え
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
ス
イ
ス
で
特
有
の
「
協
調
民
主
主
義
」
が
成

立
し
た
の
は
、
国
民
投
票
に
訴
え
て
政
策
を
妨
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
、
野
党
や
反
対
派
を
先
回
り
し
て
取
り
込
ん
だ
こ
と
が
大
き
い
。

「
国
民
投
票
に
よ
る
脅
し
」
こ
そ
が
、
政
治
エ
リ
ー
ト
・
経
済
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
協
調
体
制
の
形
成
を
必
須
と
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
政
党
や
職
業
団
体
、
労
働
組
合
な
ど
の
組
織
率
、
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
影
響
力
な
ど
が
低
下
す
る
な
か
で
、
む
し
ろ
協
調
民
主

主
義
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
人
民
の
主
権
を
不
当
に
侵
害
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
新
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
批
判
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
な
り
、
国
民
投
票
を
通
じ
て
攻
撃
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
国
民
投
票
は
、
諸
刃
の
刃
で
あ
る
。
特
に
国
民
発
案
は
、「
人
民
の
主
権
」
を
発
露
す
る
究
極
の
場
で
あ
る
半
面
、
議
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会
で
は
到
底
多
数
派
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
急
進
的
な
政
策
で
あ
っ
て
も
、
民
主
主
義
の
名
の
も
と
、
国
民
投
票
を
通
じ
て

直
接
国
レ
ベ
ル
の
政
策
と
し
て
「
実
現
」
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
同
様
に
新
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
政
党
が
躍
進
し
て
い
る
と
は
い
え
、
議
会
に
お
け
る
議
席
占
有
率
は
過
半
数
に
は
程
遠
く
、
立
法
活
動
に
対
す
る
影
響
は
今
も
な

お
限
定
的
で
あ
る
。
各
国
で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
圧
力
の
も
と
移
民
制
限
政
策
が
次
々
導
入
さ
れ
、「
主
流
化
」
し
て
い
る
と

い
っ
て
も
、
政
府
や
有
力
政
党
が
立
法
活
動
を
担
う
こ
と
で
、
既
存
の
法
体
系
や
国
際
条
約
と
の
整
合
性
は
、
基
本
的
に
は
保
た
れ

て
い
る
。
し
か
し
国
民
発
案
に
よ
る
憲
法
改
正
の
国
民
投
票
は
、
可
決
さ
れ
れ
ば
原
則
的
に
行
政
府
や
立
法
府
の
裁
量
を
許
さ
ず
実

施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
で
は
（
一
部
の
例
外
を
除
い
て
）「
万
能
」
で
あ
る
。「
純
粋
民
主
主
義
」
の
も
と
で
、「
不
寛

容
」
が
全
面
的
な
お
墨
付
き
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
義
務
的
・
任
意
的
を
問
わ
ず
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
つ
い
て
も
、
ス
イ
ス
政
治
の
中
で
果
た
し
て
き
た
役
割
を
再
考
す

る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
、
憲
法
改
正
や
法
律
制
定
の
よ
う
な
、
現
状
に
何
ら
か
の
変
更
を
加
え
る

提
案
の
可
否
を
問
う
機
会
を
国
民
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
民
投
票
制
度
を
持
た
な
い
国
と
比
較
す
れ
ば
、
現
状
を

変
更
し
よ
う
と
す
る
提
案
が
挫
折
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
「
保
守
的
」
機
能
を
持

つ
の
で
あ
り
、
実
際
、
保
守
派
が
積
極
的
に
こ
れ
に
訴
え
て
進
歩
的
な
政
策
を
葬
っ
て
き
た
。

そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
福
祉
国
家
発
達
の
遅
れ
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
に
医

療
保
険
法
が
国
民
投
票
で
否
決
さ
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
ス
イ
ス
で
は
国
家
介
入
の
拡
大
や
財
政
支
出
の
増
大
を
伴
う
福
祉

制
度
の
整
備
が
遅
れ
て
き
た
。「
任
意
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
だ
け
で
も
、
新
た
な
社
会
保
険
ス
キ
ー
ム
の
導
入
を
平
均
し
て
一
五
年

遅
ら
せ
て
き
た
」
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
（K

riesi
and

T
rechsel,

2008,
162

）。
国
民
に
加
入
義
務
を
課
す
医
療
保
険
法
が
よ
う

や
く
成
立
し
た
の
は
、
一
九
九
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
家
機
能
の
拡
大
を
防
ぎ
、「
国
家
か
ら
の
自
由
を
守
る
」
た
め
に
レ
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フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、「
国
家
に
よ
る
保
護
」
の
発
展
が
遅
れ
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
国
民
投
票
の
制
度
は
、
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に
機
能
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
理
想
の
民
主
主
義
」
の
実
態
は
、
日
本
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
か
な
り
の
ず
れ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

白
い
羊
た
ち
の
民
主
主
義

こ
こ
で
も
う
一
度
、
二
〇
〇
七
年
選
挙
で
物
議
を
か
も
し
た
白
黒
の
羊
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
み
よ
う
。
よ
く
見
る
と
黒
い
羊
を

蹴
っ
て
積
極
的
に
追
い
出
そ
う
と
し
て
い
る
白
い
羊
は
、
一
匹
に
す
ぎ
な
い
。
他
の
二
匹
の
白
い
羊
た
ち
は
、
わ
れ
関
せ
ず
と
い
っ

た
表
情
で
、
こ
の
黒
い
羊
の
追
い
出
し
劇
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ
は
何
を
示
す
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
ス
イ
ス
に
限
ら
ず
、
移
民
排
除
に
賛
同
し
、
積
極
的
に
新
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
を
支
持
す
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
有

権
者
の
二
―
三
割
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
白
い
羊
た
ち
の
う
ち
、
黒
い
羊
を
蹴
り
だ
そ
う
と
自
分
で
足
を
突
き
出
す
羊
は
、
や

は
り
三
匹
の
う
ち
一
匹
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
他
の
二
匹
の
羊
が
、
無
関
心
を
装
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
黒
い
羊
の
追
い
出
し
劇
を
事
実
上
支
持
し
、

そ
し
て
自
分
が
手
を
（
足
を
？
）
出
さ
ず
に
済
ん
で
い
る
こ
と
に
内
心
ほ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ス
イ
ス
の
穏

健
な
主
要
政
党
と
そ
の
支
持
者
を
象
徴
す
る
、
白
い
二
匹
の
羊
の
暗
黙
の
了
解
が
な
け
れ
ば
、
残
り
一
匹
の
白
い
羊
も
、
黒
い
羊
の

追
い
出
し
と
い
う
強
引
な
行
為
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

二
〇
一
〇
年
の
強
制
送
還
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
を
は
じ
め
と
し
て
、
外
国
人
の
地
位
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
重
要
な
決
定

に
際
し
、
人
口
の
四
分
の
一
近
く
を
占
め
る
外
国
人
住
民
は
、
何
ら
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
黒
い
羊
の
生
殺
与
奪
の
件

は
、
白
い
羊
た
ち
に
握
ら
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「理想の国」のポピュリズム：スイス国民党と国民投票

１９



か
つ
て
安
部
磯
雄
が
「
真
の
自
由
の
国
」
と
絶
賛
し
た
ス
イ
ス
は
、
そ
の
純
粋
民
主
主
義
的
な
制
度
の
ゆ
え
に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

に
よ
る
先
鋭
的
な
主
張
が
有
効
に
作
用
す
る
民
主
主
義
で
も
あ
っ
た
。

改
め
て
、
一
九
〇
四
年
の
安
部
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
た
い
（
安
部
、
一
九
七
二
、
二
三
〇
）。

想
ふ
に
我
国
の
前
途
も
亦
瑞
西
の
如
く
な
る
で
は
な
い
か
。
否
斯
く
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
。

彼
の
言
葉
は
、
一
世
紀
を
経
て
、
か
つ
て
と
は
異
な
る
意
味
合
い
を
も
っ
て
我
々
に
響
い
て
く
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

参
考
文
献

A
lbertazzi,D

aniele,2008,“
Sw

itzerland:Y
et

A
nother

Populist
Paradise,”

in
D
aniele

A
lbertazziand

D
uncan

M
cD

onnnelleds.,
Tw

enty-FirstCentury
Populism

:The
Spectre

ofW
estern

European
Dem

ocracy,Basingstoke
and

N
ew

Y
ork:Palgrave

M
ac-

m
illan,pp.100

―118.
Betz,H

ans-Georg,2013,“
M

osques,M
inarets,Burqas

and
O
ther

EssentialT
hreats:T

he
PopulistRight's

Cam
paign

against
Islam

in
W

estern
Europe,”

in
Ruth

W
odak,M

ajid
K
hosraviN

ik
and

Brigitte
M

raleds., Right-W
ing

Populism
in

Europe:Politics
and

Discourse ,London:Bloom
sbury,pp.71

―87.
K
allis,A

ristotle,2013,“
Breaking

T
aboos

and‘
M

ainstream
ing

the
Extrem

e’:T
he

D
ebates

on
Restricting

Islam
ic

Sym
bols

in
Contem

porary
Europe” ,in

Ruth
W

odak,M
ajid

K
hosraviN

ik
and

Brigitte
M

raleds., Right-W
ing

Populism
in

Europe:Politics
and

Discourse ,London:Bloom
sbury,pp.55

―70.
K
riesi,H

anspeter,2005, DirectDem
ocratic

Choice:The
Sw

iss
Experience,Lanham

,M
D
:Lexisington

Books.
K
riesi,H

anspeter,2006,“
Role

ofPoliticalElite
in

Sw
iss

D
irect-dem

ocratic
V
otes,”

Party
Politics,V

ol.12,no.5,pp.599

―622.

《論 説》

２０



K
riesi,H

anspeter
and

A
lxander

H
.T

rechsel,2008,The
Politics

ofSw
itzerland:Continuity

and
Change

in
a

Consensus
Dem

oc-
racy ,Cam

bridge:Cam
bridge

U
niversity

Press.
T
rechsel,A

lexander
H
.and

PascalSciarini,1998,“
D
irect

D
em

ocracy
in

Sw
itzerland:D

o
Elites

M
atter？

,”
European

Journalof
PoliticalResearch ,V

ol.33,pp.99

―124.

安
部
磯
雄
、
一
九
七
二
、「
地
上
の
理
想
国
瑞
西
」
荒
畑
寒
村
監
修
・
太
田
雅
夫
編
集
『
明
治
社
会
主
義
資
料
叢
書
４

平
民
文
庫
著
作
集

上
巻
』
新

泉
社
、
一
五
一
―
二
三
二
ペ
ー
ジ
。

飯
田
芳
弘
、
二
〇
一
〇
、「
ス
イ
ス
」
馬
場
康
雄
・
平
島
健
司
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
東
京
大
学
出
版
会
、
七
八
―
八
九
ペ
ー
ジ
。

岡
本
三
彦
、
二
〇
〇
四
、「
日
本
に
お
け
る
ス
イ
ス
政
治
の
受
容
」
森
田
安
一
編
『
ス
イ
ス
と
日
本
―
日
本
に
お
け
る
ス
イ
ス
受
容
の
諸
相
』
刀
水
書
房
、

八
二
―
一
一
〇
ペ
ー
ジ
。

田
口

晃
、
二
〇
一
一
、「
ス
イ
ス
―
分
散
と
集
中
、
多
様
性
の
中
の
民
主
主
義
―
」
津
田
由
美
子
・
吉
武
信
彦
編
『
北
欧
・
南
欧
・
ベ
ネ
ル
ク
ス
』
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
一
―
二
〇
七
ペ
ー
ジ
。

森
田
安
一
、
二
〇
〇
四
、「
ス
イ
ス
像
の
変
遷
と
そ
の
日
本
社
会
へ
の
影
響
―
主
と
し
て
、
明
治
維
新
期
と
一
九
四
五
年
以
降
を
対
象
に
し
て
」
森
田
安

一
編
『
ス
イ
ス
と
日
本
―
日
本
に
お
け
る
ス
イ
ス
受
容
の
諸
相
』
刀
水
書
房
、
一
五
―
三
六
ペ
ー
ジ
。

＊
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
保
守
政
治
の
構
造
変
容：

保
守
主
義
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
・
新
右
翼
」

（
研
究
課
題
番
号：
25285038

、
研
究
代
表
者
・
水
島
治
郎
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
田
口
晃
氏

の
御
研
究
か
ら
多
大
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

「理想の国」のポピュリズム：スイス国民党と国民投票

２１


